
−429−

1. 研究の背景

　グローバル化や高度情報化，少子高齢化，予測を超える自然災害など，今後，21 世紀を生きる

子どもたちを取り巻く環境は大きく変貌していくことが予想される。そのような変化の激しい予測

困難な時代において，単なる知識や技能だけでなく，技能や態度を含む様々な心理的・社会的なリ

ソースを活用して，特定の文脈の中で複雑な要求（課題）に対応することができる力，つまり，コ

ンピテンシー（能力）が求められている（注１）。その中でも，OECD は，①社会・文化的，技術

的ツールを相互作用的に活用する能力（個人と社会との相互関係），②多様な社会グループにおけ

る人間関係形成能力（自己と他者との相互関係），③自律的に行動する能力（個人の自律性と主体性）

の３つをキー・コンピテンシーとして挙げている。

　これらの，キー・コンピテンシーの考え方の根底にあるのは，一人一人が，高い倫理観や社会的

な規範意識をもち，人間としての在り方や生き方を模索しながら，他者との相互作用を通して自ら

の価値観体系を形成し，国際社会の中で主体的・創造的に生きていく姿である。言い換えれば，他

者との対話や協働を通して，自らのよりよい姿を求めていく人間性の育成であり，その中核となる

のが道徳性である。このように知識を基盤とする変化の激しい予測困難な時代において，３つの

キー・コンピテンシーの根底となっている道徳性の育成を図る道徳教育の重要性がますます高まっ

ていると言える。

　2017 年３月に新学習指導要領が公示された。道徳教育においては，これまでの「道徳の時間」

が特別の教科「道徳」となり，教育課程上の領域から教科として位置づけられた。そして，小学校

においては，2018 年４月から特別の教科「道徳」（以下道徳科）が先行実施されることになってい

る。今回の改訂においては，道徳的価値を自分の事として理解し、多面的・多角的に深く考えたり、

議論したりする道徳について述べられており，いわゆる，「考え，議論する道徳」への質的な転換

が求められている。道徳においても，世界的な潮流となっているキー・コンピテンシーの考え方を

踏まえ，「何を理解しているか，何ができるか（知識・技能）」，「理解していること・できること
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をどう使うか（思考力・判断力・表現力等」，「どのように社会・世界と関わり，よりより人生を送

るか（学びに向かう力，人間性等）」の３つの資質・能力を育成することが重要とされている。

　一般的に教科となると，教科書を使用したり，数値化して評価したり，あるいは，免許状を与え

たりするなどが考えられる。しかし，道徳科は，評価の数値化や免許状ということはなく，教科書

を用いて，担任が指導するということになっている。つまり，教科書を使うということに教科化の

意味があるということである。教科は学問の体系や発達の段階の特性に基づき成り立っているもの

であり，その内容を６年間のカリキュラムとして配列したものが，教科書である。したがって，教

科化により，６年間を見通した系統性を重視したカリキュラムの開発が大きな課題となる。教科書

により，系統的な指導はある程度確保できる。しかし，これまでと同様に豊かな体験を通した内面

に根ざした道徳性の育成が図られるよう計画的・発展的な指導や「考え，議論する道徳」への質的

な転換を求めている。これらのことから，自分との関わりで道徳的価値を考える主体的な学びや，

多様な考え方，感じ方と交流する対話的な学び，他者の価値観と交流しながら，自らの価値観を再

構成し自己の生き方についての考えを深める学びを通して，道徳性を育むことはこれまで以上に求

められることとなる。

2. 研究の方向

　道徳性を育む道徳科は，これまでの自分の生き方を道徳的価値に照らし合わせながら思考させる

ことで，自己の生き方についての考えを深め，子どもたちにとって，道徳的価値が自分にとって意

味のあるものであり，それを大切にしながら，これからの自分の生き方を豊かなものにし続けたい

という思いをもたせることになると考える。

　上記のことを踏まえ，道徳科を充実・改善していく観点として，「何を理解しているか，何がで

きるか（知識・技能）」，「理解していること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力

等」，「どのように社会・世界と関わり，よりより人生を送るか（学びに向かう力，人間性等）」の

３つの資質・能力との関係性を明確にする。この３つの資質・能力が相互に作用した道徳科授業に

よって，子どもたちは，これまでの様々なかかわりの中で見つめてきた道徳的価値を自分のものと

して捉え，自分の生き方をよりよくし，豊かなものにしていこうとするであろうと考える。そして，

充実・改善された道徳科を計画的，発展的に指導していくことで，子どもたちは，自己の生き方へ

の考えを深める力をもち，人としてよりよく生きようとする子どもの姿へと近づいていくものと考

える。

　そこで本研究では，道徳科授業と資質・能力の３つの柱の関係性を明確にし，さらに実際の授業

レベルで具体化することで，道徳科授業を充実・改善していく必要な力や態度を明らかにしていく。

そして，それらが表出された道徳科授業はどのようなものかを意図的・計画的に位置付けると共に，

学習内容の設定や指導方法の考え方を見出し，具体化していく。

3. 研究の内容

3.1. 自己の生き方についての考えを深める道徳学習指導の基本的な考え方

⑴　道徳科と資質・能力の３つの柱について
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【図１　道徳性と資質・能力の三つの柱との関係】

　資質・能力の３つの柱は , 道徳科の目標である「道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見

つめ，物事を多面的・多角的に考え，自己の生き方についての考えを深める学習を通して，道徳

的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる」における「道徳的諸価値についての理解を基に，

自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考え，自己の生き方についての考えを深める学習」の内

容と関係する。具体的には，図１のような関係をそれぞれ導くことができることから，これらの

関係性を基に，何をどのように学ばせるかを明確にすることで，道徳科における「見方・考え方」

を働かせた深い学びを実現できると考える。

⑵　道徳科における問いについて

　よりよく生きようとする願いをもつ子どもたちは，常に自らの道徳的価値観と対峙しながら，

問いをもち続けて生きている。つまり，常にどのような生き方がよりよく生きることなのか，と

いう問いをもちながら生活している。

　道徳科授業における問いは，日常生活の中で，子どもたちが感じる「どのように生きるべきか」

という問いである。この問いは，自分のこれまでの道徳的価値観と新たな価値観との出会いに

【図２：学習内容設定と学び合いを生み出す指導方法の具体化の流れ】



−432−

鹿児島大学教育学部教育実践研究紀要　第27巻（2018）

よって生じるずれや，他の価値観や自分の価値観とを比較したり関係付けたりすることなどを通

して生じるものである。これらは，教師自身が発問や場の設定などにおいて，明確にした働きか

けをすることで表出する。

　これらの問いを生み出すためには，まず，指導内容や児童の実態，教材などの分析を基に，６

年間のつながりの中で学習内容を明確にすることが必要である。次に，それらを基にした多様な

指導方法を具体化する必要がある。さらに，それぞれの価値観は個々の生活経験や捉えの違いが

あることを前提とすることから，多様な価値観を表出し，多面的・多角的に考えられる学び合い

の場も必要である。

⑶　学習内容設定と学び合いを生み出す指導方法の具体化について

　教師が学習内容を基に指導方法を具体化して働きかけを行うことで，子どもたちの切実な問い

が生じ，その問いを基に多様な価値観を表出させながら，多面的・多角的に考える学び合いが生

み出される。以下の図は，これらの関係を明確にした指導方法の具体化までの流れである。

　( ｱ )　学習内容の設定について

　子どもたちに切実な問いをもたせるためには，「何を学ばせるか」という学習内容の設定が

必要である。そのための要件は，各学年の発達段階を踏まえた指導内容の要点の分析，児童の

実態分析及び資料分析，指導の発展性及び他教育活動との関連を図ることである。そして，実

際に指導する子どもたちの実態を踏まえ，道徳的価値はなぜ大切にされているのかを中心に追

究していくか，誰もがある人間的な心の弱さや心の葛藤を乗り越える喜びや楽しさを味わって

いくかを中心に追究していくかを明らかにし，計画的・発展的な学習内容を設定する。

【図３：学習内容設定までの流れ】
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【図４：学び合いを生み出す指導方法】

　( ｲ )  学び合いを生み出す指導方法の具体化

　  ( ｱ ) の流れを基に設定した学習内容を，よりよく学び取らせるための指導方法を具体化する

際には，子どもたちが多様な価値観を表出し，それらを基に追究したことを自らの生活の中で生

かしていこうとする姿を想定することが必要である。そうすることにより，子どもたちが多様な

価値観の存在を前提にして，他者と対話したり協働したりしながら，物事を多面的・多角的に考

えるための学び合いを生み出すことのできる指導方法を具体化しやすくなる。

この考えを基に，多様な道徳的価値観を表出する発問と日常生活の中で自問自答できる発問を設

定し，子どもたちの「自分はどのように生きるべきか」という問いを基にした思考の流れを大切

にしながら，多面的・多角的に考えさせていく。その際，学び合いをより充実させるために，役

割演技や場の設定を工夫することも効果的である。

3.2. 各学習過程と問いのつながりについて

⑴　導入（気付く）において　

　より切実感のある問いをもたせるために，課題を

明確にする学び合いを導入し，多様な価値観を表出

させ，多面的・多角的に考えさせながら，問いを設

定する。

⑵　展開（さぐる・見つける）において

　教材中の場面や登場人物の心情，他者の価値観を

基に多面的・多角的に考えさせるために，多様な価

値観を受容する学び合いや道徳的価値観を再構成す

る学び合いを導入し，発問や役割演技などの場の設

定を工夫し，自分なりの道徳的価値観を再構成でき

るような問いを設定する。 【図５：各学習過程と学び合い】
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⑶　終末（深める・見通す）において

　学習を通して，再構成された道徳的価値観が，これからの生活の中でどのような場面で生かせ

るかといった具体的な場面を想起させる問いを設定する。

⑷　問いのつながりの具体例

　⑶で述べた問いのつながりについて，主題名「ルールは必要か」教材名「マナーからルールへ，

そしてマナーへ」（光文書院）Ｃ「規則の尊重」を基に具体化した流れを以下に示す。



−435−

山下・福留・永田：自己の生き方についての考えを深める道徳学習指導に関する開発的研究Ⅱ

3.3. 自己の生き方についての考えを深める道徳学習の実際（「家族愛，家庭生活の充実」にかかわ

る内容において）

⑴　一単位時間だけでなく，６年間のつながりを明確にした学習内容設定

⑵　授業の実際（第１学年　主題名「おかあさんのために」教材名「こきちとおかあさん」学研教育みらい）

　ア　ねらい

○　父母，祖父母を敬愛し，進んで家の手伝いなどをして，家族の役に立つことにかかわる自分自身の
生き方を見つめ，進んで家族の役に立とうとする気持ちを高めることができる。

○　父母，祖父母を敬愛し，進んで家の手伝いなどをして，家族の役に立つことにかかわる見方・考え方・
感じ方を他者とのかかわりの中で，自らの体験場面での内面と重ね合わせて類推しながら深めたり広
げたりすることができる。

○　父母，祖父母を敬愛し，進んで家の手伝いなどをして，家族の役に立つことにかかわる内容につい
て，「家族が明るく楽しく生活できる」「家族のために自分にできることを考える」などの意義や心構
えの大切さについて，自分の生き方とのかかわりを通して理解することができる。
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　イ　実際
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⑶　実践のまとめ

　導入において，子どもたちが日常生活の中で自問自答できる発問として，学習内容設定をもと

に，「進んで，家の手伝いができるだろうか。」を設定したことにより，子どもたちに明確な課題

意識をもたせることができた。そのことで，教材の中心場面を基にした学び合いでは，自己中心

的な考えや外への欲求，家族を敬い手伝いをするといった多様な価値観が表出され，多面的・多

角的に考える姿が見られた。さらに，「遊ばせてくれてもいいのではないか。」という日常生活の

中で自問自答できる発問を設定したことにより，道徳的価値観を再構成する姿が見られた。

4. 研究のまとめ

4.1. 成果

○　子どもたちの道徳科授業における「問い」を明確にし，その「問い」をもとに，何をどのよ

うに学ぶかを明確にさせることができた。このことにより，道徳科授業における主体的・対話

的で深い学びを実現することができた。

4.2. 課題

○「特別の教科　道徳（道徳科）」となる上で，各指導内容（ＡからＤ）の特質に応じた授業づ

くりになっているかは，さらに実践を重ねて明確にする必要がある。

付記

　本報告は，鹿児島大学教育学部附属小学校平成 25 〜 29 年度研究紀要で発表した研究内容等に基

づき，その研究成果をまとめたものである。
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